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の 現物支給のボーナス

Q :当社では、経営不振が続いているため、

今年の夏のボーナスは自社製品の現物支給と

なりました 0

ところで、現物支給の場合、支給金額はど

のように評価するのでしょうか。

A

ます。

ｅ
●

【解説】

通常の販売価額で評価することになり

サラリーマンにとって、この時期のボーナ

スは待ち遠しいものですが、このところの景

気低迷で会社の業績も不振となれば、ボーナ

スをカットする企業もあれば、現物支給とな

る企業もあるようです。

ところで、ボーナスが現物支給された場合、

税務上問題になるのが、支給金額をいくらに

するのかという点です。現物給与だろうと給

与所得なので課税されるためです。

現物給与の価額の評価は、その物が通常他

に販売するものである場合には、その支給時

における通常の販売価額によります。したが

って、製造業なら製造業者としての販売価額

により、卸売業であれば卸売価額、小売業で

あれば小売価額により評価することになりま

す。

また、会社で改めて買った物を現物支給す

るケースでは、通常の売買価額により評価す

ることになります。

､


